





























































































































































































































































いる、小学校で学習する教育漢字は、1 年生から 6 年生の全学年合わせて 1006 字である。こ
れらを「象形」「指事」「会意」「形声」の四種類に分類するとどうなるのか。『漢字の成り立ち
（高文研・2007 年）』の著者である下村昇氏は、その著書の中で次のように分類している。
●基本の文字「文」　　　　象形……128 字（12.7％） 指事……18 字（1.8％）
●合わせ文字「字」　　　　会意……288 字（28.6％） 形声……63 字（6.3％）



















































（7）第 1 章総則の第 1 の 2 及び第 3 章道徳の第 1 に示す道徳教育の目標に基づき、道徳






































































































































































































































































     ↓
　　　　　　・ 10 個ほどの象形文字が集まったらカードを作る。⇒一つの象形文字に 2 枚の
カードを用意し、【資料】のアとエの部分を書く。



















































































































































（図 26） （図 27）
（図 30）



























（図 35） （図 37）
（図 36）












































　「学」の旧字体「學」を分解すると「 」「 」「 」「子」に










































（図 17）『形からできた漢字の例』⇒『ことば遊びで漢字の力をつける』p.80 ～ 81
（図 18）『同じ部首の漢字集めの例』⇒『ことば遊びで漢字の力をつける』p.16 ～ 17
（図 19）『足に関係する漢字』⇒『ことば遊びで漢字の力をつける』p.82 ～ 83
（図 20）『5・6 年で学習する主な象形文字』⇒『ことば遊びで漢字の力をつける』p.84 ～ 85
（図 21）『尋』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.13
（図 22）『尋』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.15
（図 23）『雪』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.175
（図 24・25）『女』『母』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.27
（図 26）『人』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.28
（図 27）『比』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.30
（図 28）『兄』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.35
（図 29）『衆』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.191
（図 30）『死・化』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.79
（図 31・32）『衣・表』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.97
（図 33）『裏』⇒『図説　漢字の成り立ち事典』p.205
（図 34）『羊』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.138
（図 35・36）『美・善』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.140、141
（図 37）『義』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.142
（図 38）『隹』⇒『白川静さんに学ぶ　漢字は楽しい』p.145
（図 39）『鳥・集』⇒図説　漢字の成り立ち事典』p.131
（図 40）『学・教』⇒図説　漢字の成り立ち事典』p.159
